








































































































①（一八七） 《 「 （前略）田舎に候ひて、故殿失せ給ひにき 承りて、今
一度参りて御有様をだにも拝み候はんと思ひて、 恐れ恐れ参り候ひし。（後略） 」 》 （巻五、 七七話） 〔固有〕
　
②（二九〇） 《小女子どもの二人ありけるをば、 「今日だに、この仏師に
物して参らせん。何も取りて来」とて、出だしやりつ。我もまた物取りて来んずるやうにて、太刀引きはきて出でにけり。ただ妻一人、仏師に向はせて置きたりけり。 》 （巻九、 一〇九話） 〔固有〕
　
③（一九九） 《 「げにげに経仏をだに書き供養せんと申し候はば、とく許
し給へ」 》 （巻六、 八三話） 〔類〕
〔ばや〕　
④（二四一） 《 「 （前略）その価少分をも取らせ給はずなりぬ。おのれも
皮をだに剝がばやと思へど、旅にてはいかがすべきと思ひて ま り立ちて侍るなり」 》 （巻七、 九 話） 〔下・五八。一六・二八〕
〔省略表現〕　
⑤（三七八） 《 「 （前略 この生の事は益もなき身に候ふめり。後生を
だ
にいかでと覚えて、法師にまかりならんと思ひ侍れど、 （後略） 」 》 （巻十二、 一四八話） 〔上・四〇。一九・一三〕
　
①は、 久しぶりに旧主の家を訪れた侍の言葉である。 昔の主人が亡くなっ
たと聞いて、せめてお屋敷のありさまなりとも拝見しようと思ってやってきたむね語っ いる。 「昔の主人に逢うことができれば何 りだが、それが叶わないまでも」といった含みを見て取る よう。ダニは、望ましさの度合 のより低い要素を掲げることで、 「せめてもの願い」を表わすのに働いている。そうしたあり方において〈相対的軽少性〉 意義の発揮されるありさまが見て取られ と言えよう。　
②は、詐欺師「くうすけ」の説話である。ここは、食事 ふるまって自








て妻の苦しみを救いたいという夫の意向を大王から告げられたときの返事の言葉である。 「せめてお経をなりとも写して供養しようと うのでしたら、さっそく苦しみから解き放ってください」との意であろう。 「これまで後世を弔うことも なかったのは仕方がないとしても」といった含みを読み取ることができる。そうした意味で、ここで ダニも「せめてもの願い」を表わすのに用いられていると言えよう（ の例は仮定条件句での用法とも考えられるが、姑く願望表現と関わるもの して扱っておいた） 。　
④は、よく知られた藁しべ長者譚の一節である。旅先で馬が死んで処置
に困っている事情を下男が語ってい 「 （馬が死んだのは仕方がないとして）せめて皮だけでも剝ごうと思うけれど 、旅先だ ら干すわけにも行かず困っている」 の謂である。 〔馬を高値で売る
 ―
 皮だけでも剝いで売
る〕といった序列を考えれば、その軽少要因性は明らかであろう。ダニもまた、 そのような要素に接することで「せめてもの願い」を表 すのに与っている（今昔では、 《其ノ直一疋ダニ不取シテ止ヌ。 「皮ヲダニ剝バヤ」ト思ヘドモ》と 否定と合わ てダニが二箇所に用いられている。Ⅲ・五四五～六頁。古本でも《その価一疋をだに取 せ給はずなりぬ。己れも「皮をだに剝がばや」と思へど》と同様のあり方が見られる。四八〇頁） 。　
⑤は、貧しい侍が即興の歌で御衣を賜ったので、それを布施に て出家









る（注④） 。一般に仮定条件句でダニが用いられると、そ 接する語句が、より大きな要因を捨て去 た最低ラインとも呼ぶべき段階のも であ ことが示され、条件句全体としては それだけ 十分に後件 成り立つことが表わされる。そうし 意味でこれを「最低十分条件」と呼ぶことも許されよう。 〈相対的軽少性〉 の意義がその な形で発揮さ わけである。　
仮定条件を表わす形としては 「未然形＋ば」 （七例） 、 「べくは」 （一例） 、
「已然形＋ば」 （一例） 、などが見られる。以下この順に見てゆく。〔未然形＋ば〕 （七例）　
①（一一五） 《 「 （前略）この道を立てて世にあらんには、仏
だに
よく書
き奉らば、 百千の家も出で来なん。 （後略） 」 》 （巻三、 三八話） 〔十訓、 六・三五〕
　
②（二五四） 《 「それが誰が験 しるし） いふ事知らせ給はずとも、御
心地
だに
怠らせ給ひなば、よく候ひなん」 》 （巻八、 一〇一話） 〔下・
六五〕
　
③（三〇一） 《 「何ぞの御かたちぞ。 命だにおはせば。 『ただかたちを 〔奪っ







④（三二四） 《 「 （前略）ただ声をだに聞きてば、 必ずのろふ験ありなん」 》（巻十、 一二二話） 〔二四・一八〕
　
⑤（四五五） 《 「おのれは口てづつにて、人の笑ひ給ふ かりの物語はえ
しり侍らじ。さはあれども、笑はんとだにあらば、笑はかし奉りてんかし」 》 （巻十四、 一八五話） 〔二四・二二〕
　
⑥⑦（四五三） 《 「よくだに教へてその道にかしこくだにもなりなば、い
はんにこそ随はめ。 （後略） 」 》 （巻十四、 一八五話） 〔二四・二二〕
〔連用形＋は〕 （一例）　
⑧（四五三） 《 「 （前略）唐に渡りても、用ひられて
だに
ありぬべくは、





と信ずべし。 》 （巻一、 一六話） 〔類〕
　
①は、絵仏師の良秀が自分の家が焼けるのを見て喜んだときのせりふで
ある。これで不動尊の火炎の描き方がよくわかったというのである。ダニの関わ 部分は、 「仏さえきちんと描けば十分に元は取れる」との意であろう。損失を補って余りあるものを得るために必要なものをごく僅かな要素へと限るのにダニが用いられている。 〈相対的軽少性〉の意義がそのような形で発揮されていると言えよう（こ 話しは十訓抄の巻六・三五にも見える。そこでも《仏をだによく書き奉らば、百千の家も出で来たりなむずるものを》と、ダニが用いられ る。新編・二七二頁） 。　
②は、飛び蔵伝説で有名な信貴山の聖の話しである。ここは、醍醐天皇
の病気平癒のために都まで出向い ほしいと請わ たのに対 て、病気が癒えさえすれば誰が祈ろうと構わな のではないかと答える言葉である。ダニは、満足の行く結果に至るためには、帝の病気が治ると う ただそれだけのことで十分だといった意味合いを表 す 〈相
対的軽少性〉の意義においてそうするわけである（古本でも《たゞ御心地だに怠らせ給なば、よく候なん》とダニが用いられている。五〇一頁） 。　
③は、博打打ちの醜い息子を策略によって長者の娘と結ばせる話しであ
る。ここでは、天井に忍びこんだ鬼（実は博打打ちの仲間）が「命と容貌とどちらが惜しいか」と聟に迫るの 対し 、命が惜しいと答えるよう促している舅夫婦の言葉である。帰結句は省略されている 、 「そ で い」といった意味合いを補うことができよう。ここでもダニは、 「この状況のもとでは、命だけでも助かるという、ただそれ けのことでよい」と った意味を表わすのに与ると言えよう。　
④は、算博士の逸材・小槻茂助をのろい殺す算段をしている陰陽師の言
葉である。物忌みの日にわざと訪れて声だけでも聞けば、きっと効き目があるだろうというの ある。目論見の成就 必要な条件を僅かなも へ絞り込むのにダニのはたらくありさまが見て取られよ （今昔でも《只音（こゑ）ヲダニ聞テバ必ズ詛フ験ハ有ナム》と、 ダニが用いられている。Ⅳ・四一六頁） 。　
⑤は、高階俊平（注⑤）の弟が 術（注⑥）で人を笑わせた話しの一節
である。人を笑わせるような話しを女房たちから請われて、このように答えている。 「不器用でそんな話しはできませんが 仮 も笑いたいといのであれば、笑わせてさしあげます」といったほどの意味であろう。こでもダニは、求めに応じるために満た べき条件が僅かなも とを表わすのに用いられている（今昔でも《咲ハムトダニ有ラバ、咲（わはか）シ奉ラムカシ》と、ダニが用いられている。Ⅳ・四二六頁） 。　
⑥⑦は、同じく俊平の弟が、算術を伝授されるときの話しである。教え




































⑤（三六一） 《 「この老僧 人、若きより囲碁の外はする事なし。すべて






ね」 》 （巻十四、 一七五話） 〔類〕
　
①は、例の芋粥の話しの結末部分である。あれほど芋粥を欲しがってい












は両親に先立たれた女性の不如意極まりない暮 しぶりを述べている。御簾や障子・几帳・厨子・脇息といった家具類に較べて、下に敷く筵は最低限必要な設備であると言えよう。ダニはそのよ 要素に接することで、「調度類の皆無性」を表わすのにはたらくと言えよう（今昔では、対応する一文自体が見えない。Ⅲ・四八四頁） 。　
④も同じ話しの一節であり、あれこれと手助けをしてくれた若い女（昔
お仕えしていた下女の娘だと名乗っているが、実は観音様 に対してお礼を述べる右の女性の言葉である。 「あな のような人が居るということさえ知らなかった に、こんなにまでして戴い 云々」と うわけであるある人の存在を知ることは、その人の内外両面にわた 様々な知識に較べれば、ほん 始まりの部分を占めるに過ぎ ダニもま そのような要素を掲げることで、その人をめぐる「認識の皆無性」を表わすと言え（今昔では《年来然ル人ヤ有ラムトモ不思ザリツルニ》となっていて、ダニは見えない。Ⅲ・四八八頁） 。　
⑤は、お寺で碁ばかり打っている二人の僧について達磨から尋ねら て







して逃げて往にけり。 》 （巻三、 三三話） 〔固有〕
〔見だにも返らず〕　
②（二四一） 《男、思はずなる所得したりと思ひて、思 ぞ返すとや思
ふらん、布を取るままに見だにも返らず、走り往ぬ。 》 （巻七、 九六話）〔下・五八。一六・二八〕
〔見だにえ見つけず〕　
③（二三〇） 《 「 （前略 ほころび縫ひにやりたれば、ほころびの絶えた






入道に向ひて手を摺りければ、 》 （巻十四、 一八五話） 〔二四・二二〕
〔箸をだに立てさせず〕　







箸をだに立てさせずして、 取り持ちて往ぬ。 》 （巻九、 一〇九話） 〔固有〕
〔ものの具だに取らず〕　
⑥（二九一） 《 「 （前略）物の具をだに取らず、深く隠れにけり。 》 （巻九、
一〇九話） 〔固有〕
〔衣だに斬れず〕　







かく知り給へるは、 げに人にすぐれたる兵（つはもの）の道かな」 》 （巻十一、 一二八話） 〔二五・九〕
〔筑紫へだに行かず〕　
⑩（四五四） 《親しき人々にいひとどめられて、俊平入道など聞きて制
しとどめければ、 筑紫へだにえ行かずなり けり。 》 （巻十四、 一八五話）〔二四・二二〕
　
①は、盗賊の大太郎が、これまで押し入ろうとして入れなかった家に、





こしたときの佐多の腹立ちの言葉である。綻びの切れたところを見つけることさえできないで、 「さたが」とは何事か、と 趣意であろう。歌は《われが身は竹の林にあらねどもさたが衣を脱ぎかくるかな》というものであった 、 「さ が」と「が」を使っているところに目くじらを立てたわけで る。 「綻びをきれいに修繕する
 ―
 綻びを単に見つける」といった軽
重差を考えれば、その軽少要因性は明らかであろう。ダニもまたそ ような要素を掲げることで、 （佐太から見て ） 「能力の皆無性」を表わすものとなっていよう（今昔でも 《綻ノ絶タル所ヲダニ否不見（えみ）デ》 、ダニが用いられている。Ⅳ・四八一頁） 。　
④は、高階俊平の弟が「算術」で人を笑わせた話しである。ここは 笑
わされた人たちが疲労困憊して、術をやめるよう身振 懇願しているさまを述べている。言葉を口にすることは、体の動きを伴う動作に較べれば、きわめて少な 労力しか要しない。ダニは、そのような要素 接することで、 「身体統御能力の皆無性」を表わすのにはたらくと言えよう（今昔では《ヱツボニ入タル者共ノ、物ヲバ不云シテ手ヲ摺ケレバ》とあって、ダニは用いられていない。Ⅳ・四二七頁） 。　
⑤は、詐欺師「くうすけ」の説話である。ここでは、形だけ弟子入りを
して、 説経の講師に用意した食事をまんまと取り下げたことを述べている。箸をつけること 、そこからこそ の始まる糸口と る動作であり いわば端緒としての軽少性を帯びる。ダニは、そのような要素に接しつつ否定の働きを受けることで、 おける「供応享受 皆無性」 表わす言えよう。　
⑥も「くうすけ」説話の一節であり、 美人局の手口（願望用法の②参照）













の中に馬を渡すことのできる浅い道があることを頼信が知っていたため、臣下たちは感心している。そんなことは未だ嘗て聞いたこともなかっ というのである。それを聞 ていることは、実際に知って る に較べれば極めて皮相な知識に過ぎな 。ダニは、そうした意味 の軽少性を明示するのに働いている。最終的には、そ をしも斥けることで、 「知識の皆無性」が表わされるに至ると言えよ 。⑨についても同様であ （今昔は、 《三人許ナム此ノ道ヲバ知タリケル 其ノ外ハ露聞ニダニ不聞 （きかざ）リケレバ、 「 （前略）我等ダニ不 （ らぬ）ニ、何カデ此ク知リ給ヒケム（後略） 」 》とあって、ダニが二つ用いられている。Ⅳ・五一九頁） 。　
⑩は、高階俊平の弟が算術を教わる代りに唐に渡るはずだったのが（仮
定条件句⑥⑦⑧の例参照） 、一時上京し のがきっかけで筑紫へもゆけくなったことを述べている。大陸へ渡航す こと 較べて、筑紫へゆくことが軽微な要素であることは絮説を要しな 。ダニもまた、そのような要素に接することによって、 「京都出立の皆無性」を表わすの 働くわけである（今昔にも《鎮西ヘダニモ不行カ（ゆかず）成ケリ》と、ダニが用られている。Ⅳ・四二五頁） 。　
第三に、次のような例にあっても、ダニは、それぞれに軽少なありかた
を帯びた要素に附属しつつ、皆無性表現の一端を担うと言えよう。　
①（七八） 《 「 （前略）かかる折
だに
もその恩を報じ申さずば、何をもて
か報ひ申さん」 》 （巻二、 二四話） 〔二〇・四四〕
　




ものなり、それをだに何とも思ひたらず、心に任せて殺し取り食ふ事を役とする者の、いみじう身の力強く、心猛く、むくつけき荒武者の、おのづから出で来て 》 （巻十、 一一九話） 〔二六・七〕
　
①は、厚行という人が、生前世話になった隣人の葬儀のために自宅の敷
地を提供しようとしている言葉である。仮定条件句で用いられているが、ダニが直接関わるのは否定であろう。 「かかる折」 は、 むろん隣人の亡くなった時のことであるが、せめてこのような時ぐらいには恩返しをするべきであるような、そんな機会をさすと考えてよかろう 無為のままに過ごしてもそれほど不義理とは言えないような爾余のケースをことごとく取り去って残される最後のひとひらのような機会であっ 、そうした点 、 〈相対的軽少性〉の意義の発揮されているさまを窺い知ることができよう（今昔では、 《此ル時ニ、其ノ恩ヲ報ジ不申ズハ、何事ヲ以カハ、報ジ申サムト為ル》とあって、ダ は見え い。Ⅳ・三〇八頁） 。　
②は、仲胤僧都の連歌をめぐる挿話である。にくさげな顔立ちの上童を





































ることができる。この種の構文では、類推の基盤となる事柄と類推によって知られる事柄とがともに言葉に表わされ、かつ、そこでの昂進性自体も「まして」 「況や」といった語句によって示される（注⑩） 。二事態とその関係との総てが表わされるのだから、類推に関わる要素は余すところなく示されていると言えよう。典型的と称する所以 ある。そうした中にあってダニは、 あ 事柄 相対的に小さな要因においても成り立つことを示し、そのことにおい 、類推の足場となる事柄を形作 のに参加す 。 〈相対的軽少性〉の意義が、そのように発揮されるのだと えよう。　
①（一三五） 《 「一つが徳をだにこそ見れ、ましてあまたならばいかにも
頼もしからん。あの隣の女にはまさりて、子どもにほめられん」 》 （巻三、 四八話） 〔固有〕
　
②（一五七） 《 「これはいみじき悪人なり。一二度人屋にゐんだに人とし














に来たる。まして寺物を心 ままに使ひたる諸寺の別当の地獄の迎へこそ思ひやらるれ。 》 （巻四、 五五話） 〔一五・四
　
⑥（三一二） 《人の親子となる事は前の世の契りなりければ、あやしき






月日を過す程に、 やうやう命つづまるを》 （巻十、 一一九話） 〔二六・七〕
　
⑦（四〇〇） 《 「 （前略）心ばせある人
だに
も、物につまづき倒るる事は





の言葉である。前科一・二犯で 善い人とは言えないのだから、まして幾多の罪を犯しているのは言語道断だ いうのである。ここでもダニは、相対的に罪の軽い場合を挙げるのに用 られて る。そこから「あさましくゆゆしき事」 という結論もまた引き出されるのだと言えよう （今昔では 《一度獄（ひとや）ニ被禁タラムニ、人トシテ吉キ事ニ非ズ》とあって、ダニは見えない。Ⅲ・四〇八頁） 。　
③は、 父親に全然似ていないと言われている当主をめぐる話しである （願





みると、下人達が芋を屋根の高さまで積んでゆく。近くの下人たちが持ち寄ったものだけでもこれだけあるのだから、遠くの分も併せればどれほど多いことだろうというのである。③のダニが時間量の面で小さな要素に接していたのに対して、④では空間量の面から、その「小」なるあり方が示されていると言えよう（今昔 も、 《只、其ノ音ノ及ブ限ノ下人共ノ持来ルダニ、然許多カリ》とダニが用いら ている。Ⅴ・七四頁） 。　
⑤は、薬師寺の別当が寺の米を五斗ほど借りたままにしていたために、
臨終にあたって地獄の迎えが来たこ を述べてい たったそれだけでも火の車が迎えにくるのだから、まして寺物 恣にしている諸寺の別当たちのことは推して知るべしだと う である。五斗という分 を「さばかり程」と表わしている点に、軽少なあり方がはっきりと見て取れよう（今昔では《然許（さばかり）ノ程ノ罪ニ依テ火ノ車迎ニ来ル》とあっ 、ダニは見えない。Ⅲ・三八二頁 。　
⑥は、器量の良い女性を生け贄に求める神（猿）を撃退する話しの一節
である。ここでは娘を犠牲に供する羽目になった親の嘆きを述べて る。容貌の醜い子であっても悲しくないわけがない まして眉目麗しい娘であれば云々との趣意 る。 「あや
 ―
 めでたし」の対照を考えれば、嘆き
をもたらす要因を相対的に少なくしか備えない場合をダニが示していることは明らかであろう（今昔では《此娘被差テ後、 父母無限歎キ悲ビケレ共、可遁様無事ナレバ、月日ノ過ニ随テ命ノ促マルヲ》となって て、ダニは見えない。Ⅴ・二九頁） 。　
⑦は、清原元輔（清少納言の父）が賀茂祭りの勅使を勤めていたときに
落馬したことをめぐる挿話 る 彼は並み居 殿上人に対して言い訳している。十分気 付けている人でも躓いて倒れることがあるのだ ら、まして馬のような動物の場合は云々というのである（第二のダニにつ ては、小類
ｂ
の⑪で扱っている） 。ここでもダニは、躓き倒れることをもた












のみ習はせば、 猿を見ては躍りかかりて食ひ殺す事限りなし。 》 （巻十、一一九話） 〔二六・七〕
　
②（二七九） 《いくばくも経ぬ程に、 父失せにけり。それだに思ひ歎くに、
引き続くやうに母も失せにければ、 泣き悲しめども、 いふかひもなし。 》（巻九、 一〇八話） 〔一六・七〕
　
③（二八五） 《 「これだに思ひかけずうれしきに、 さまではいかがあらん」 》（巻九、 一〇八話） 〔一六・七〕
　
④（二九二） 《 〔講師は〕これをだにあやしと思ふ程に、 馬引き出して、 「こ










心も得ず思へども、行きて召す由をいへば参る。 》 （巻十五、 一九一話）〔下・五二。一四・三五〕
　
⑦（四五九） 《春宮〔＝大海人の皇子〕これ〔＝皇子討伐を知らせる手紙〕
を御覧じて、さらでだに恐 思しけ 事なれば、 「さればこそ」とて、急ぎ下種の狩衣 袴を着給うて藁沓をはきて 宮の人にも知られず、
ただ一人山を越えて、 北ざまにおはしける程に》 （巻十五、 一八六話） 〔固有〕
　
⑧（四〇八） 《 「 （前略）光遠
だに
も、おれをば手殺しに殺してん。腕を
ばねぢて腹、 胸を踏まんに、 おのれは生きてんや。それ かの御許〔＝光遠の妹〕 の力は、 光遠二人ばかり合せたる力にておはするものを。 （後略） 」 》 （巻十三、 六六話） 〔二三・二四〕
　
⑨（二三〇） 《 「 （前略）掛けまくもかしこき守殿（かうのとの）だにも、
まだこそここらの年月比、まだしか召さね。なぞわ女め、 『さたが』といふべき事か。 （後略） 」 》 （巻七、 九三話） 〔二四・五六〕
　
⑩（二三一） 《 「 （前略）守殿
だに、 『さた』とこそ召せ。この女め、 『さ
たが』といふべき故やは」 》 （巻七、 九三話） 〔二四・五六〕
　




者が〕と引きかう引き、くるめかせば、倒れんとす。馬を悪しと思ふべきにあらず。 （後略） 」 》 （巻十三 一六二話） 〔二八・六〕
　
①は、人身御供を求める神（猿 を退治する話しの一節である（先のａ








ここでは女性の身寄りがなくなる事情を説明している。父親が亡くなっただけでも悲しかったのに、加えて母親までも身まかったというのである。悲しさをもたらす要因を相対的に少なくしか備えない場合を掲げるのにダニが用いられていることは明らかであろう（今昔では《娘此レヲ思ヒ歎ケル間 、程無亦母モ死ニケリ》とあって、ダニは用いられて ない。Ⅲ・四八四頁） 。　
③も同じ話しであり、 ここは昔台所に仕えていた女の娘 （実は観音様） が、
訪問客の一部の人たちの食事の世話などをしてくれたのに加えて、次の日にやってくる更に大 数の客人たちに対しても迎え入 る準備を たいむね申し出たのに対して、女性が遠慮し めらう言葉である（否定述語・第一グループの④で、女性は赤い袴を贈っ そのお礼 い ） 。これまでの分だけでも嬉しいのに、そこまでしてい だくのは申し訳ないとの趣意であろう。忝なさをもたらす要因を相対的に少なく か備えな 要素を示すのにダニが用いられ い と言えよう（今昔で 《今日ダニ不思係ヌニ、其マデハ何ガ可有キ》とダニが用いられている。Ⅲ・四八七頁） 。　
④は、詐欺師「くうすけ」の説話である。説教のお礼の食事を箸も付け
させずに取り下げた（否定述語・第二グループの⑤参照）だけで 変 と思ったのに、お布施と称して差し出 ていた馬までも口実 設けて引き取られてしまったこと 述べている。ここでもダニは 講師にとって 不可解さをもたらす要因を相対的に少なくしか備えないケースを示すのにられているわけである。　
⑤は、木樵が斧（＝よき）を取り上げられたのを返してもらうために詠





こは基経が並み居る高僧をさしおいてこの僧を召したことに対する人々の不審の念を記している。 呼ばれもせずに参上しているだけでも推参なのに、よりによってそんな人を召すとは……というのである。不可解さをもたらす要因を相対的に少なくしか備えない場合を示す にダニが用いられていると言えよう（今昔でも《参テ タルダニ不得心ズト思フニ》とダニが用いられている。Ⅲ・三四七頁。古本では《 「そこばくの僧を召すことなし。参りてゐたるを しなし」と見ゐたる程に》 なっていて、ダニは見えない。四六一頁） 。　
⑦は、壬申の乱にまつわる挿話を述べた話しの一節である。ここでは吉
野に引き籠もっていた大海人の皇子が奈良へ志摩へと逃走する経緯 記している。ただでさえ皇子は 友の皇子による討伐を恐れていたが、確実にそれを知らせる手紙を受けとっ いよ恐懼したというの ある。恐れをもたらす要因をより少なくしか備えない場合を示すのにダニが用いられている。 「さればこそ」の部分に「まして今は危険極まりない」といった類推義が集約的に表わされていると見るならば、これも準典型的類推構文を形作るものとして受け止め ことができ であろう　
⑧は、相撲人・光遠の妹が大力の持ち主だったことをめぐる挿話である。


















因を相対的に少なくしか備えない人のほうを掲げるのにダニが用いられている。見かけ上は否定述語とともに用いられているが、 右のような意味で、準典型的類推構文としてのありようを備えている。 「佐多が」と呼ぶかどうかの事実問題ではなく、当否をめぐる価値問題に関して、軽重関係が成り立っているわけである（今昔でも、 《忝（かたじけなく）モ守殿
ダニ
未
ダ年来名不召（なをめさず） 》とダニが用いられて る。Ⅳ・四八一頁。見られるように、今昔では通称を呼んだこと自体が憤りの原因となっている） 。 「さたが」と言 れた憤懣 朋輩にぶちまけ ⑩ つ ても同じであろう（こちらは今昔では《不思ヌ女ニ悲ク佐太ブリ被為タリ》とあっ 、ダニは見えない。Ⅳ・四八一頁。脚注によれば「佐太ブリ」とは、佐太よばわりをすることの意であるらし ） 。　
⑪は、小類ａの⑦と同じ部分であり、落馬した元輔が弁疏の言葉を長々
と繰り広げる場面である。馬 、手綱のせいで歩もうと思っても（思ううに）歩めないとこ へ、従者がやたらに引き回すものだから、倒れるのも無理はないと主張してい 。 こでのダニは、馬にとって統御を阻害する要因を相対的に少なく か備えない場合を示すのに用 られ いる。そこから、ましてあちこちと引っ張られた場合には（余計 自由が利かなくて）倒れてし といった類推義もまた引き出さ てくる。そのような形で〈相対的軽少性〉の意義が発揮されていると言えよう（今昔では、 《馬ノ口ヲ張タレバ、 歩バムト思フ方ニモ不歩（あゆば）セズシテ》とあって、ダニは用いられていない。Ⅴ・二〇六頁。今昔で 「自由が利かないいう点がより明瞭に打ち出されていると思われ ） 。　
さらに、ｃ：暗示的類推構文に用いられたものとしては、左の七例が挙






ありげもなし。 》 （巻一、 一八話） 〔二六・一七〕
　
②（一二七） 《 「心憂き事に候ふ。御神はおはしまさぬか。下藹の無礼を





ち殺して、子を取り返して来たれば、唐の人はいみじき事にいひて、 》（巻十二、 一五六話） 〔類〕
　
④（二二九） 《 〔佐太は郡司 家の女の所に〕行き着きけるままに、とか
くの事もいはず、もとより見馴れなどしたらんにてだに、疎からん程はさやあるべき、従者などにせんやうに、着 りける水干のあやしげなりけるが、ほころび絶えたるを切懸の上より投げこして、高やかに、「これがほころび縫ひておこせよ」といひければ》 （巻七、 九三話）〔二四・五六〕
　
⑤（二九九） 《いかなればこの土器（かはらけ を捧げて泣くやらんと
思ひて、よくよく見れば、銅（あかがね）の湯を土器ごと 盛れり。打ちはり 鬼の飲ませんにだにも飲むべくもなき湯 、心と泣く泣く飲むなりけ 。 》 （巻九、 一一二話） 〔一九・二〇〕
　
⑥⑦（九五） 《 「 （前略）我らが涼みに来るだに暑く苦しく大事なる道を、









いい加減都からは遠いのに、ここにも湯を沸かしている気配はない、いったいどこまで行くのか。そんな五位の心中を叙している。 「三井寺まで来たというだけでも都から途方もなく遠いのに」という点に、類推の基盤となる事柄としてのあり方が見て取れよう。類推義としては、 「ここでもないとしたらいった どんな遠くまで行くのか」といった含みが生ずるが、表現としては、それは読み手の理解に委ねられ 暗示されるに留まる。そうした意味で、暗示的類推構文が形作 れて ると見る とができよ 。ダニはと言えば、道のりの遠さに呆れる気持ちを懐かせる要因を、相対的に少なくしか備 ない要素を示すの 用いられていると言えよう（今昔でも《其ヲダニ、 「物狂ハシク遠カリケル」ト思フニ》とダニが見える。Ⅴ・七〇頁） 。　
②は、熱田神宮の大宮司が国司俊綱（注⑫）に処罰されて神様に哀訴す
る言葉である。 「身分の低い者が無礼をはたらく すぐさま罰をお下しになるのに、大宮司をこんな目にあわせ 者に対しては何もな らないのですか」と 意であろう。罰せられるべき必然性をより少なくしか備えな 要素を示すのにダニが用いられて る。そこから汲み取られる類推義は、 「ましてこんな無礼が許されてよいはず 」と ふうにるが、実際には、それと背反す 事態のほうが言葉 されているわけである。　
③は、我が子を喰い殺した虎を退治した遣唐使の話しである。現地の人
は虎に出くわして逃げるだけ も難しいのに、この人は虎を斬り殺 きたので衆人の感嘆 たことを述べている。予想される類推義と 反対の事柄を成し遂げたわけである。ダニ と言えば、困難の度合い 相対的に少なくしか備えない事柄を示すのに用 られ いる 言えよう。　
④は、これまでも何度か出てきた「さたが衣」の話しである。ここは佐
多が見ず知らずの女性にいきなり衝立越しに水旱を投げ込んで縫い物を言いつけた場面である。 「はじめから顔見知りの者であっても 親しくなら
ない間は、そんなことをして良いものだろうか（決して良くない） 」という筆者の批評を、挿入句的に記して る。 「況や初対面の場合には云々の意味あいは十分に汲み取ることができよう。そうした意味で、ダニ 、無礼なふるま を許容する素地をより少なくしか備えないケースを示すのに用いられている。実際の表現では、類推義をふまえつつも、それと背反する事柄のほうが言葉に言い表わされているわけである（今昔では《本ヨリ見タラム女ソラ踈カラム程ニ然カハ何有キ》 あって、ソラが用いられている。Ⅳ・四八〇頁） 。　
⑤は、大安寺に住む女性のもとに泊まった男が夢に見た光景である。鬼
が無理やり飲ませても飲めそ もない銅の煮え湯を、泣きな らも我から飲んでいることを述べ いる。 「鬼の強制ということがあれば、まだしも飲むということが生じ得るかも知れない 、そ よ な場合であってもとても めそうもない」というのが当該句 合 であろう。その限りで「喉を通す見込みの皆無性」を表わすと見ることもできるが、同時にまたそこには、 「ましてそんな強制力のな 場合には飲め わけがない」といった意味での類推義を見て取ることもでき 。こう捉えた場合のダ 嚥下の障碍となる要因を相対的に少なくしか備えない場合を示すこと 、類推の足場となる事柄を形作るのに加わるこ になろう。実際 表現としては、そ 実現困難な が現前している けであって、そうしたありようにおいて、暗示的類推構文が形作られ と見ておい よ かと思われる（今昔では《打チ責テ鬼ノ呑セムソラ可呑クモ非ヌ銅ノ湯ヲ、心ト泣々ク呑也ケリ。 》と、ソラが用いられている。Ⅳ・一六九頁）　
⑥⑦は、卒都婆が血で染まると山が崩れると言い聞かされて毎日山に登








の「こそ……已然形」が重なったものと考えれば意味が取りやすいかと思われる。そのように考える場合、ここで 「あり」は、陳述の形式化したものとして、 「暑く苦し」のよう 意味を補うことができる。先に《昨日今日の者のかくいはんだにあり、いはんや故殿の年比の者のかくいへば》（本節ａ・③の例）とあったのとよく似た使いざまの「あり」である。 「涼もうと考えて登ってくるのであっ も暑く苦しいのに、 （わざわざ登って来ながら）涼むということもしない」と ったふう 意であろう。そこにさらに逆接ふうの「こそ……已然形」が加わって「それなのに」といった意味合いを明示化したと受け止め ことができよう。ここで ダニは、以上のような意味合いにおい 、暗示的類推構文を形作っていると考えることができるであろう（今昔では、 《 「嫗ハ、何ノ心有テ、我等ガ若キソラ冷マムガ為ニ来ルソラ猶苦シキニ、冷マムガ為ナメリト思ヘドモ 冷ム事モ無シ。亦、 ル事モ無キニ、老タル身ニ、毎日ニ上リ下ルヽゾ。 （後略） 」 》とあって、ソラが用いられている。Ⅱ・三七四頁。二つ ソラは共に 並立的に） 「猶苦シキ 」に係ると考え れる） 。　
こうして、類推表現に用いられるダニにあっても、それぞれの小類にお




四分ばかりなる白き虫を孔ごとに取り出す。その跡は孔だにあきて見ゆ。 》 （巻二、 二五話） 〔二八・二〇〕
右は、よく知られた善珍内供（禅智内供 も）の鼻の話しの一節 る。










くびりて、額に香炉を当てて祈請し給ふ事、見る人さへ苦しく思ひけり》 （巻二 二〇話） 〔打聞・四〕
　
②（一五六） 《 「 （前略）多く罪を
さへ
滅して、その力にて人に生れ侍る





焚きけり。 》 （巻五、 七五話） 〔固有〕
　
④（二三〇） 《世にあさましき所をさへ、なにせん、かせんと、罵（の）
りのろひければ、 》 （巻七、 九三話） 〔二四・五六〕
　
⑤（二三〇） 《腹立ち散らして、郡司をさへ罵（の）りて、 「いで、これ







⑥（二七四） 《 「 （前略）かかる物をば、いかで捨てておはし候ふぞ。形






見れば、朽木の三尺ばかりあるを抱きたり。 》 （巻九、 一〇六話）〔二〇・一〇〕
　
①は、醍醐天皇のころ、静観僧正（当時は律師 が祈禱によって旱魃を
救った話しである。六十人がかりの祈禱もいっこうに効き目がなかったので、静観に特命が下されて祈りを捧げている。当人は無論のこと、周りで見ている人まで苦しく思わ くるというのである。祈禱に際して苦しい思いを懐くことが本来ふさわしい人から、必ずしもそうではない人へと渋感が広がって行く。そう た点に、 〈周縁波及性〉とい この語の基本的意義がよく現われ出ていると言えよう（打聞集では《香炉ヲ取テ南殿ノ御（ミ）橋ヨリ下テヘヰノ南ニ北向ニ立テ目ヲヒシキテ立リ》 なっていて、サヘは見えな 。二四一頁 □部分は損傷部を判読したも ）　
②は、菩提講に出かけた女性によって重圧から解き放たれた蛇が、夢に




を立てた佐太が、悪口雑言の昂じた果てに、女性の局部についてまで下品な言葉を発したとの意であろう。もとはと言えば綻びを縫わせようとしたことに始まるのだから、 《ほころびの絶え る所をば見だにえ見つけずして》 （否定述語・第二グループ③の例参照）といっ 非難であれば、 「まとも」な言い分であるが、そう たあり方からかけ離れたものが加わるとうところに、周縁波及的な添加のありようを認めるこ がで よう（今昔では《 「奇異（あさまし）キ所ヲサハ何セム」 》とあって、 サヘは えない。Ⅳ・四八一頁） 。　
⑤も同じく佐太の話しである。こんど 腹を立てる相手が女性から郡
司へと飛び火している。 「怒りを遷さず」は、好学の誉れ高い顔淵に初めてなしうることなのかも知れないが（論語・雍也） ここ 安腹を立てたに過ぎ い。周縁波及的な添加のありようは明ら で ろ （今昔では《郡司ヲ呼ビ出テ、 「愁ヘ申シテ事ニ宛テム」ト云ヒ聞セケレバ》とあて、サヘは見えない。Ⅳ・四八一頁） 。　
⑥は、滝口の道則が、公用で陸奥に向かう途中、信濃の国の郡司の家で








練を受けている場面である。川上から流れてきたものを、それが何であっても抱くようにとの指示を受けていた。初めは大蛇が流れてきたが恐ろしくて抱けずにやり過ごした（これで例の不可思議な術は習得できなくなった） 。次に猪が流れ きたが、 「今度のもやり過ごすの いけない」と思て抱いたわけである（これによって、沓を犬に変える程度の術は教わることができた ここでのサヘも、回を重ねるにつれて失敗も容認しにくくなる いった意味で、周縁波及的な添加にはたらくと認めることがで よう（今昔では《 「今ハ限リゾ」ト思テ、寄テ抱タレバ》 あって、サヘは見えない。Ⅳ・二四六頁） 。　
はじめにも述べたように、 平安時代のサヘの基本的意義は〈周縁波及性〉
















第四に、 サヘにあっても、 恰も右のありようと相照応するかのように、 〈周
縁波及性〉の意義を保持するありさま 観察されるであろう。　
この文献におけるダニとサヘは 以上のような意味において、平安時代
と同質的なあり方を保ってい と考え よいのではないか 思われ 。　
ダニからサヘへの交替現象については、交替に先立つ時代についても




















































































































































































③江口正弘（一九九二） 「天草版平家物語の「だに」 「さへ」について」 『熊本女





⑤加納協三郎（一九 八） 「院政鎌倉期に於けるダニ・スラ・サヘ 『国語と国文
学』一五巻一〇号
































⑪田中敏生（二〇〇七） 「 『蜻蛉日記』における副助詞ダニの諸用法とそ 連
関
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中田祝夫・竹岡正夫（一 六〇） 『あゆひ抄新注』 （風間書房）

山田小枝（一九九七） 『否定対極表現』 （多賀出版）

（田中敏生
　
四国大学文学部国語学研究室）
